
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム　なでしこ

目標達成計画 作成日：　平成　22年　7月　1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

○事業所と地域とのつきあい
祭りや盆踊り等の参加、月1回の「ふれあい喫
茶」に参加。散歩での地域の方との出会いや赤
ちゃんや犬との交流は時々あるが、地域の子ど
もたちとの交流ができていない。

近隣の中学・高校生との福祉体験の場として
受け入れをしたい。
子どもたちとの交流の場をもうけたい。

法人として、地域の学校との連携の中心である事
業所に連絡をし、福祉体験の受け入れの希望を
出している。

6ヶ月

2 35
○災害対策
＜マニュアル＞を作成し、年2回災害緊急対応
の訓練をして、災害に備えている。

家庭と地域の方への理解を図るため、「運営
推進会議」での議題に挙げる

3/29に防災訓練を実施し、消防署・不動産屋に参
加して頂き実施。4/24の「運営推進会議」で、家
族・地域の方に説明をして、理解を深めた。

2ヶ月

3 26

○チームでつくる介護計画とモニタリング
チームワークを中心に、会議で話し合い、個別
ケアプランを作成。日々の記録覧にケアプラン
を受けてのサービスを記載。そこにチェック式を
入れる。

ケアプランに則った日々の記録に、わかりやす
いチェック式を取り入れ、ケアプランの実施を
明確にする。

早速、チェック式を作成し、日々の記録に使用。こ
れに基づいてモニタリングを行う。

6ヶ月

4 19

○本人と共に過ごし、支えあう家族との関係
理念に掲げている「人間関係の継続」がその人
らしさを保つのに重要。面会・外泊・外出等は実
施しているが、外での行事に家族参加がない
ので、これをすすめたい。

外の行事に、家族参加を呼びかけるようにす
る。

5/26「神戸花鳥園」の遠足に、すべての家族様に
＜ごあんない＞を送り、参加を呼びかけた。結果
は、多忙な方も多く、平日は難しいとのこともあ
り、検討したい。今後も呼びかけを続けていき、ご
家族一緒に楽しいひとときをもてるようにしたい。

6ヶ月

ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


